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平成１９年２月期の業績予想について 

 

 

 当社は、本日、平成１８年９月１日付で株式会社松坂屋の株式移転により同社の完全親

会社として設立され、株式会社松坂屋は平成１８年８月２８日付で上場廃止となり、当社

が平成１８年９月１日付で東京証券取引所市場第一部および名古屋証券取引所市場第一部

に上場いたしました。 

つきましては、当社の平成１９年２月期の業績予想を下記のとおりお知らせいたします。 

 なお、以下の業績予想は、新規上場会社となった当社（株式会社松坂屋ホールディング

ス）として行うものであり、平成１８年８月２４日付で株式会社松坂屋が公表した内容と

同じであります。 

 
記 

 

１．連結業績予想（平成１８年３月１日～平成１９年２月２８日） 

                                （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

平成１９年２月期 339,000 7,200 7,200 4,700 
 
  なお、連結業績予想数値は、株式会社松坂屋の中間期連結決算数値を引き継いで 

  作成しております。 

 

 

２．個別業績予想（平成１８年９月１日～平成１９年２月２８日） 

                                （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

平成１９年２月期 3,000 2,500 2,400 2,400 

 

 

３．平成１９年２月期の配当予定について 

   当社は、平成１９年２月末の株主様に対し１株当たり４円の期末配当を予定してお

ります。 

 

以  上 

参考資料：松坂屋グループ戦略構想について 



＜参考資料＞

松坂屋グループ戦略構想について

この戦略構想は、今後の松坂屋グループにおける経営の方向性を示すものです。

現在推進中の松坂屋中期経営計画（０５－０７年度）については、諸施策をできる

だけ前倒しで実施し、０７年３月から、新たなグループ中期経営計画をスタートさせ

る予定です。新経営計画は、この戦略構想の方向性に基づき策定します。

１．基本的な方針

松坂屋グループは、百貨店を中核事業として、百貨店とのシナジーの発揮を基

本に、既存グループ事業を強化するとともに、生活文化の創造に貢献する新たな

事業分野に進出し、事業の拡大を図ります。

重点事業分野と優先順位を明確にした戦略的投資を実行し、資産効率の高い経

営を実践することに加えて、事業再編スピードを加速し、松坂屋グループ全体の

企業価値向上を目指します。

２．事業戦略の概要

百貨店事業では、顧客視点での営業革新を軸とした既存店の収益力強化と、

松坂屋ブランドの価値向上に向けた銀座地区での次世代型百貨店の開発などに取

り組み、安定した収益の確保と成長を目指します。

グループの既存事業では、百貨店事業とのシナジー効果の最大化と市場競争力

強化に努め、グループ外取引を拡大することで、連結収益の増大を目指します。

開発・不動産事業では、銀座地区や名古屋栄などで商業を中心とする複合施設

の開発に取り組む一方、所有不動産の付加価値を高める諸施策を推進して、収益

の最大化を図ります。

新規事業では、松坂屋グループの強みである数多くの優良顧客を主な対象とし

て、サービス領域での事業展開を拡大するほか、他社とのＭ＆Ａ、業務提携など

を活用した新たな小売業態への進出を目指します。

また、基盤整備として、グループ会社を含めた人的資源の再配分、外部人材の

登用など抜本的な人的インフラの整備・強化に取り組むとともに、成長シナリオ

に基づく戦略的投資の実行によりグループの発展を目指していきます。

以 上


